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１． はじめに

 南海トラフ巨大地震の被害想定では、海抜０ｍ地帯

を抱える濃尾平野は、津波により広範囲に浸水するた

め、多数の排水ポンプ車による長期に渡る排水作業が

必要となる。東日本大震災の津波（写真－１）による

浸水被害においても、最大120台の排水ポンプ車が排

水作業を実施したが、余震による津波発生が危惧され

る状況下で、作業員の安全確保が課題となった。

その対策として、排水ポンプ車の稼働状況を遠隔監視

することで、安全で効率的な排水作業の継続を可能と

する「排水ポンプ車状態監視システム（以下「ＤＳシ

ステム※」と言う。）」を開発した。

※Drainage  pump  truck（排水ポンプ車）

Statemonitoring（状態監視）システム 

以下に、ＤＳシステムについて、開発の目的やシステ

ムの概要、改良検討について紹介する。

２． システム開発の目的

東日本大震災における緊急排水作業(写真－２)は、 

24時間体制で行われ、作業員は現場で排水状況の監視

に当たっていたが、多くの余震によりしばしば作業が

中断され、排水作業の継続や二次災害への懸念などの

課題が指摘されていた。それらの課題を解決するため

に、排水ポンプ車の稼働状況を遠隔監視することで、

ゴミ詰まりや給油等の必要な時だけ現場で作業を行い、

二次災害に被災するリスクを少なく出来る。また、多

数の車両を一括して監視することで、全体の排水状況

を把握し、効率的な配置や運用が可能となる。

このような目的から、広範囲な湛水エリアで多数の排

水ポンプ車を効率的に稼働させて、排水作業を継続す

ると共に作業員の安全性向上を図るためにＤＳシステ

ムの開発を行った。

３． システムの概要

 ＤＳシステムは、排水ポンプ車の稼働状況をＷＥＢ

上で情報端末機器から遠隔監視できるシステムで、そ

の構成は車載の通報装置、ＷＥＢサーバ及び情報端末

機器からなっている。通報装置は、排水ポンプ車の状

態信号（車両及び排水ポンプ等の稼働状態や故障信号

他）を取得・集約し、ＷＥＢサーバとの間でデータ通

信を行う装置である。通信方法は、大規模災害を想定

しているため、衛星回線を基本としているが、安価な

携帯電話回線も選択可能である。ＷＥＢサーバは、受

け取った排水ポンプ車の状態信号を蓄積・整理し、Ｗ

ＥＢ上に配信する機器である。情報端末機器はパソコ

ン、スマートフォンなどのＷＥＢ上に配信された情報

を閲覧する機器のことで、全国の排水ポンプ車全てを

写真－１ 津波襲来状況１） 

写真－２ 夜間排水状況 
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一括で監視することが可能である。 

 ＤＳシステムで監視できる内容は、車両位置情報、 

排水ポンプ車稼働状態、故障等の不具合内容、運転及

び故障の履歴などであり、地図表示画面、車両稼働監

視画面、日報等の履歴画面から確認出来る。 

(1) 排水ポンプ車の位置情報 

 車両の位置は、国土交通省で運用している「車両位

置情報共有化システム」を利用し、画面の地図上に車 

両アイコンで表示している。そのアイコンを「排水中 

・発電機ON・移動中など」の作業条件により色分け

して表示することで、広範囲に配置した多数の排水ポ

ンプ車の稼働状況を一目で把握することが可能である 

。地図表示画面の一部を図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、地図上の車両アイコン等をクリックすると、

各排水ポンプ車個別の車両稼働監視画面へ移動する。 

(2) リアルタイムな運転情報 

 車両稼働監視画面では、選択した車両のエンジン・ 

発電機・各排水ポンプの運転・停止及びポンプ回転数 

、電流値等の計測値データをリアルタイムに表示して

いる。車両稼働監視画面の一部を図－２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、故障発生時には故障内容の表示とともに、登録 

したメールアドレスに通知される。そのほかに、排水

中の燃料切れ対策として、残りの燃料が一定量を下回

った時、排水可能時間がカウントダウン形式で表示さ

れ、故障と同様にメールでも通知される。 

 なお、表示された情報は、ＷＥＢサーバに蓄積され 

、運転時間・回数・排水量などの帳票、運転及び故障

履歴を画面表示及びデータ出力できる。 

(3) 異常診断機能と遠隔停止機能 

 遠隔監視では、ゴミ詰まりやホースのねじれ等の排

水状況の変化は、故障が通知されるまで分からず、故

障を把握してもすぐにポンプを停止することもできな

い。そのため、ポンプの破損に至るような重大な事態

により排水作業を継続できない事が懸念される。それ

らの課題に対して、ＤＳシステムにはポンプが故障す

る前の異常を把握するための異常診断機能とその診断

を受けてポンプの破損を防ぐため、遠隔で停止操作を

行う遠隔停止機能を有している。 

 

４．ＤＳシステムの改良検討 

 現在、大規模災害発生時に派遣するポンプ車ごとに

災害属性を付与することで、対象地域の作業ごとに災

害属性を利用したグルーピングができるようにＤＳシ

ステムの改良検討を進めている。このことにより、複

数の災害管理が可能になり、災害名称としての運転・

稼働といった履歴の管理も可能となる。 

 また、ＤＳシステムのセキュリティー対策としてＵ

ＲＬの暗号化作業を行った。 

 

４． まとめ 

 現在、ＤＳシステムは国土交通省が所有する多数の

排水ポンプ車に設置されており、過年度の浸水被害で

の実排水におけるシステムの機能検証を行い、所定の

性能（位置情報、運転・停止等稼働状態、日報等）を

遠隔から把握することができた。また、事務所から遠

隔監視を行い、ＤＳシステムの有効性を確認した。 

 今後も作業員の安全性確保に向けてＤＳシステムの

更なる利便性や機能の向上をめざしていく予定であ

る。 
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排水ポンプ車の位置をアイコンで表示 

図－１ 地図表示画面（一部） 

図－２ 車両稼働監視画面（一部） 
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